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ぼくの
わたしののの誕生日ぼぼぼ

震度６弱を経験した私たち。広報担当に
なった４年前、災害特集をつくりながら
危機意識の低さを実感し、非常持出品を
準備しました。今回の震災時は非常持出
品を背負い、停電で真っ暗の中、役場へ
向かいました。今、まちは復興に向かっ
て歩んでいっています。町内には自身も
被災しながら、支えになりたいと寄り
添っている人がたくさんいます。運動会
で「元気を届けたい」と頑張る子どもた
ちの姿にも感動しました。たくさんの支
援と支え合いに感謝しながら、自分にで
きることを考えていきたいです。（上野）

平成28年５月末現在
（　）内は前月比

●出生／  45　●死亡／  26
●転入／239　●転出／175

40,654（＋83）
19,888（＋50）
20,766（＋33）
16,330（＋41）
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熊本地震で車中泊や避難生活などを経験
した子どもたちが青空の下を駆け抜け、
笑顔をはじけさせました。菊陽、熊本を
元気にしたい、感謝の気持ちを届けたい
と力を合わせて競技を披露。涙をぬぐう
保護者の姿もありました（関連Ｐ18・19）。

よく折り紙やおえかきをして
楽しんでいます。大好きなピ
ンク色でりぼんや花などかわ
いい絵を描いています。

元気いっぱいで体を動かすこ
とが大好きです。弟の乗る三
輪車を押したりお世話をした
りする優しい男の子です。

てるてるぼうずとかたつむり

稲田　好夏さん
（緑ヶ丘）

平成22年７月23日生まれ

井手　一翔さん
（ひばりヶ丘）

平成22年７月22日生まれ

いな だ 　　この か

福田　舜斗さん
（緑陽台）

平成22年７月18日生まれ

ふく だ 　 しゅんと

7月
優貴保育園

い　で 　　かず と

今月の主な話題

2 特集　今こそ、災害に備える
7 固定資産税・住民税・国民健康保険税の減免

11 第41回菊陽町夏まつり～復興に向けて～

14 合同特集　18歳。だから、投票に行く
18 心を一つに　小学校運動会・中学校体育大会
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まちの
わだい
まちの
わだい

優勝カップを手にまぶしい笑顔を見せる鍋島海良さん（中央）

熊
本
に
元
気
を
届
け
た
い
！

熊
本
に
元
気
を
届
け
た
い
！

ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
大
会
で
優
勝

　

美
咲
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
プ
の
上
位
３
人

が
出
場
で
き
る
「
Ｕ
Ｓ
ハ
ワ
イ 

ジ
ェ

ニ
ー
Ｋ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
イ
ン
ビ
テ
ー

シ
ョ
ナ
ル
」
が
５
月
13
日
〜
15
日
、
ハ

ワ
イ
で
行
わ
れ
、
鍋
島

か
い
ら
海
良
さ
ん（
国

府
高
校
２
年
、
井
口
）が
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。
今
大
会
に
は
ア
メ
リ
カ
や
ハ

ワ
イ
、
日
本
か
ら
１
０
０
人
以
上
の
選

手
が
出
場
。
く
ま
モ
ン
バ
ッ
ジ
を
付
け
、

最
終
ラ
ウ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
打
つ
鍋
島

選
手
が
現
地
の
新
聞
に
大
き
く
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

　

鍋
島
選
手
は
「
地
震
の
影
響
で
練
習

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
熊
本
の
皆
さ
ん

に
元
気
を
届
け
た
い
と
出
場
を
決
め
た
。

強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
難
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
が
皆
さ
ん
に
笑
顔

の
報
告
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
今
後
も

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
胸
を
張
り
ま
し
た
。

http://www.town.kikuyo.lg.jp/
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熊本県防災情報メールサービスにご登録ください

■登録方法　空メールを送り、届いたメール
を開いて登録してください。
　entry@anshin.pref.kumamoto.jp
※携帯電話からの登録は、２次元バーコード
を読み取ってメールを送ってください。

平
成
28
年
熊
本
地
震
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

私
た
ち
の
心
に
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
刻
み
ま
し
た
。

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
の
備
え
と
情
報
収
集
、
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。

熊
本
地
震
で
土
砂
災
害
や
洪
水
、

家
屋
倒
壊
の
危
険
性
が
高
ま
る

　
菊
陽
町
防
災
対
策
緊
急
会
議
を

６
月
10
日
、
光
の
森
町
民
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
会
議
に
は

委
員
や
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊
、

関
係
機
関
な
ど
約
74
人
が
出
席
。

気
象
庁
は
、
熊
本
地
震
に
よ
り
、

家
屋
の
倒
壊
、
土
砂
災
害
、
洪
水

な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
今
後
も
最
大
震
度
６
弱
以

上
の
地
震
に
注
意
す
る
よ
う
説
明

し
ま
し
た
。
町
は
各
機
関
と
熊
本

地
震
の
概
要
や
町
の
被
害
状
況
、

災
害
に
応
じ
た
対
応
な
ど
を
確
認

し
、
今
後
に
備
え
て
い
ま
す
。

1阿蘇大橋航空写真（南阿蘇村提供）。地
震で白川内に土砂や倒木が流入し、土砂
災害や洪水、家屋倒壊の危険性が高まっ
ている　2地震で水道水ににごりが生じ、
連日給水所に大勢の町民が並んだ　3下
津久礼地区で孤立した人の救助へ向かう
消防隊員。18人が無事救助された（九州
北部豪雨）　4杉並台区の自主防災組織
の防災訓練　5５月24日、大雨に備え
て土のうを作る菊陽町消防団本部機動隊

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を

　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
ら
な
け

れ
ば
誰
か
が
守
っ
て
く
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
に
災
害
が

起
こ
っ
た
ら
、
停
電
の
中
を
歩
く

こ
と
は
危
険
で
す
。
ガ
ラ
ス
な
ど

を
踏
み
、
け
が
を
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
自
分
や
家

族
に
何
が
必
要
か
を
考
え
、
非
常

持
出
品
や
非
常
備
蓄
品
な
ど
を
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
は
昨
年
10
月
に
菊
陽
町
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
家
庭
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
防
災
対
策
や
災

害
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
役

立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

命
を
守
る
情
報
収
集

　
気
象
庁
が
発
表
す
る
注
意
報
や

警
報
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
役
場
、
消
防
か
ら

発
信
さ
れ
る
情
報
を
収
集
し
て
、

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
警
報
や
避
難
勧
告
な

ど
が
無
く
て
も
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
明
る
い
う
ち
か
ら
早
め
の

避
難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

特集

2

3

4
5

1

今こそ、災害に備える

菊陽町防災対策緊急会議

　災害が発生したときは、個人の備えと地域の助
け合いが重要です。熊本地震でも行政区を単位と
した「自主防災組織」が活動しました。現在、町
の自主防災組織率は81.9％で、63区中49区が設
立しています。
　自主防災組織を設立して、普段の地域活動に防
災活動を取り入れ、地域の防災力を高めませんか。

町の自主防災組織率　81.9％
■新規設立補助　５万円
■活動活性化補助
　町：毎年４万円
　県：平成27年設立分まで２万円（２年目、３年

目）
問 総務課　交通防災係　
　☎（232）2111

　今回の地震は夜間だったため、家族で
避難した人が多かったのではないでしょ
うか。これが人通りの多い時間帯であれ
ば、避難や安否確認でパニックになった
と思います。町は「菊陽町防災対策会議」
を毎年開催し、水や食料の備蓄など災害
に備えています。しかし、災害が起こっ
たとき、町や消防、自衛隊などの公的機
関がすぐ動けるとは限りません。
　本震のとき、近所の人がいち早く駆け
付け、無事に避難した人も大勢いました。
共助のありがたさを実感したことと思い
ます。家庭や地域でも避難場所や危険箇
所、避難ルート、連絡方法の確認、非常
持出品の準備など、災害への備えをお願
いします。

いつでも避難できるよう準備！非常持出品

飲食品　　　□飲料水　□非常用食品（乾パン、缶詰など）
避難用具　　□懐中電灯　□携帯ラジオ　□予備電池　□笛　□手袋
　　　　　　□軍手　□ナイフ　□ヘルメット　□筆記具　
貴重品　　　□現金　□預金通帳・印鑑　□健康保険証　□免許証
救急医療品　□胃腸薬・便秘薬・風邪薬・常備薬　□ばんそうこう
　　　　　　□包帯
その他　　　□衣類　□タオル　□雨具　□生理用品　□缶切り
　　　　　　□粉ミルク・紙おむつ　□ラップ　□ウェットティッシュ
　　　　　　□予備の眼鏡　□カイロ　□ビニール袋　□携帯トイレ
　　　　　　□携帯電話の充電器　など

復旧までの最低３日間をしのぐ！非常備蓄品
飲料水　　　□ペットボトル（１人１日３㍑）　□貯水した防災タンク
食品　　　　□お米　□缶詰・レトルト用品　□梅干し・調味料
　　　　　　□ドライフーズ・チョコレート・あめ　など
燃料　　　　□卓上コンロ　□ガスボンベ　□固形燃料
その他　　　□生活用水　□毛布・寝袋　□洗面用具　□調理器具
　　　　　　□バケツ・アウトドア用品　□ポリタンク　など

防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
へ
の
備
え
を

Interview

永井　雄二 菊陽町危機管理監

■利用料金　無料（メール送受信のパケット
　通信料は必要）
問 県危機管理防災課　☎（333）2118

■気象注意報警報
熊本県に注意報警報
情報が発表されまし
た。
2016年07月00日
06時33分

菊陽町：
　大雨、洪水警報
　（発表）

２次元バーコード

　地震や津波、気象情報、土砂災害警戒情報、火山噴火情報など
災害時に重要な情報をメールでお届けします。
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平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
町
内
に
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
地
震
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
家
の
中
や
外

の
安
全
対
策
を
し
、
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
慌
て
ず
、
ま
ず
は

身
の
安
全
を
守
る
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
ず
、

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ
る

◦
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
て
避
難
す
る

■
人
が
大
勢
い
る
施
設
で
は

◦
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に
い
た
場

合
は
最
寄
り
の
階
で
停
止
さ
せ

て
降
り
る

◦
係
員
の
指
示
に
従
う

■
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

◦
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
で
周
り
の
車

に
注
意
を
促
す

◦
ゆ
っ
く
り
と
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
、
車
を
左
側
に
停
め
る

◦
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
、
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
外
に
出
ず
、
カ
ー
ラ

ジ
オ
か
ら
情
報
を
入
手
す
る

◦
避
難
す
る
と
き
は
車
検
証
や
貴

重
品
を
持
ち
出
す

■
電
車
・
バ
ス
の
中
に
い
る
と
き

◦
立
っ
て
い
る
と
き
は
、
手
す
り

や
つ
り
革
に
つ
か
ま
る

◦
座
っ
て
い
る
と
き
は
低
い
姿
勢

を
と
り
、
頭
を
守
る

◦
慌
て
て
電
車
や
バ
ス
の
外
に
出

ず
、
乗
務
員
の
指
示
に
従
う

■
海
岸
・
川
べ
り
に
い
る
と
き

◦
海
岸
で
は
高
台
や
建
物
の
３
階

以
上
に
逃
げ
る

◦
川
べ
り
で
は
流
れ
に
対
し
て
直

角
に
逃
げ
る

■耐震診断事業補助金の交付対象住宅
◦昭和56年５月31日以前に着工したもの
◦在来軸組構法（木造）で 2階建て以下のもの
◦戸建て住宅で現に居住中であること
◦所有者が町税を滞納していないこと
■補助金額　補助対象経費の３分の２以内（上限８万６千円）

住宅の耐震診断・耐震改修費用の一部を補助します

姿
勢
を
低
く
、
頭
を
守
り
、

動
か
な
い

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
速
報

を
受
け
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る

ま
で
に
数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
緊
急
地
震
速
報
を
見

聞
き
し
た
り
、
地
震
の
揺
れ
を
感

じ
た
り
し
た
ら
、
ま
ず
家
具
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
か
ら
離
れ
、
姿
勢

を
低
く
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
移
動
し
た
り
、

バ
ッ
グ
な
ど
を
使
っ
た
り
し
て
頭

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
そ
の
場
か
ら
動

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

慌
て
ず
、
ま
ず
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
基
本

　
大
切
な
の
は
慌
て
ず
に
ま
ず
身

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

学
校
や
職
場
で
も
、
ど
の
よ
う
に

行
動
す
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
の
中
に
い
る
と
き

◦
コ
ン
ロ
の
近
く
に
い
た
場
合
は

火
を
消
す

◦
ド
ア
を
開
け
て
通
路
を
確
保
す
る

新耐震基準を満たさない住宅の耐震診断（精密診断）、耐震改修費用の一部を補助します。
■耐震改修事業補助金の交付対象住宅
　耐震診断の結果、新耐震基準を満たさなかった住宅
■補助金額　補助対象事業経費の２分の１以内（上限60万円）
※耐震診断を行う建築士事務所不足により、診断までに相当
の時間がかかることが予想されます。
問 都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

地
震
か
ら
身
を
守
る

見直そう！わが家の地震対策
寝室には家具を置かない 家具の転倒・落下防止対策をする

出入口や通路に物を置かない 家の周囲の安全対策をする

家具のない
安全なスペースを
確保する

飛散防止転倒防止

補強 固定

大
雨
や
強
風
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
白
川
を

氾
濫
さ
せ
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら
気
象

情
報
に
は
十
分
注
意
し
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
！

　
天
気
予
報
で
「
大
気
の
状
態
が

不
安
定
」「
天
気
が
急
に
変
わ
る
」

「
雷
雨
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
っ
た

ら
、
外
出
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

も
し
も
の
と
き
に
避
難
す
る
場
所

を
家
族
な
ど
に
伝
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
夏
に
「
積
乱
雲
」
が
黒

く
な
り
、
風
が
強
く
な
っ
た
ら
大

雨
や
雷
、
竜
巻
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
い
る

場
所
の
雨
が
大
し
た
こ
と
な
く
て

も
、
川
の
上
流
の
方
角
が
真
っ
暗

に
な
っ
た
ら
、
水
辺
は
危
険
だ
と

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
う
ち
か
ら
避
難

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度

が
高
ま
っ
た
と
き
、
県
と
気
象
庁

が
共
同
で
発
表
す
る
も
の
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
発
表

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
普
段
と
異

な
る
状
況
に
気
が
付
い
た
と
き
や

危
な
い
と
思
っ
た
ら
明
る
い
う
ち

か
ら
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

豪
雨
か
ら
身
を
守
る

こんな土砂災害の前兆に注意！迷わず避難を
地すべり

地下水などが地面にしみ込んで、
その影響で地面がゆっくりと下へ
動く

土石流
土砂が長雨や集中豪雨によって
一気に下流へ流れる

◦地面にひび割れができる
◦井戸や沢の水が濁る
◦崖や斜面から水が噴き出す

◦山鳴りがする
◦川が濁り、木が流れる
◦雨が降り続いているのに、川の
水位が下がる

特集　今こそ、災害に備える

人
々
の
温
か
さ
と
共
助
の
大
切
さ
を
実
感

「
互
い
を
気
遣
い
、
助
け
合
っ
た
」

　
４
月
14
日
の
地
震
の
と
き
か

ら
、
22
日
ま
で
北
新
山
公
民
館

を
避
難
所
と
し
て
開
け
ま
し
た
。

「
不
安
な
人
は
来
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
掛
け
る
と
延
べ
１
９
７

人
が
訪
れ
、
身
を
寄
せ
合
い
ま

し
た
。

　
北
新
山
区
は
自
主
防
災
組
織

を
昨
年
９
月
に
設
立
。
こ
と
し

２
月
に
防
災
訓
練
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
90
人
が
参
加
し
、
消

防
職
員
・
団
員
か
ら
消
火
器
の

使
い
方
な
ど
を
習
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
区
に
５
カ
所
あ
る
消

火
栓
を
み
ん
な
で
回
っ
て
、
場

所
や
ホ
ー
ス
の
つ
な
ぎ
か
た
を

確
認
。
皆
さ
ん
真
剣
に
訓
練
し

て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
他
、
区

で
は
夏
祭
り
や
秋
祭
り
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
な
ど
も
盛
ん
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
友
達

が
で
き
た
と
い
う
話
も
た
く
さ

ん
聞
き
ま
し
た
。

　
震
災
の
と
き
も
互
い
に
気
遣

い
、「
大
丈
夫
ね
」「
食
べ
物
あ

る
ね
」
と
声
を
掛
け
、
食
料
を

分
け
合
い
ま
し
た
。
防
災
訓
練

や
行
事
を
通
し
て
助
け
合
う
気

持
ち
が
育
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
人
々
の
温
か
さ
と
共
助

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
防
災
訓
練
で
は
水
、

電
気
、
ガ
ス
が
使
え
な
い
と
仮

定
し
て
炊
き
出
し
を
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
に
備

え
て
訓
練
し
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
頑
張
ろ
う
菊
陽
町
！

北新山区長

葊
ひろ

瀨
せ

　英
えい

二
じ
さん

Interview
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特集　今こそ、災害に備える

指定避難予定場所
　災害の状況に応じて、誘導・指示します。毛布や飲料水、食料品など各自で必要なものを用意して避難してください。

地域 避難場所 住所 電話番号

菊陽南小学校校区
菊陽南小学校 曲手397 ☎（232）2002

南部町民センター 曲手498-3 ☎（292）3200

菊陽中部小学校校区
菊陽中部小学校 津久礼411 ☎（232）2001

東部町民センター 久保田1309-2 ☎（232）3803

菊陽北小学校校区 ふれあいの森研修センター 原水4652-24 ☎（233）1080

菊陽西小学校校区 三里木町民センター 津久礼2962-2 ☎（232）5536

武蔵ヶ丘１～５町内 武蔵ヶ丘小学校 武蔵ヶ丘北１丁目2-1 ☎（338）2132

武蔵ヶ丘６～８町内
光の森

武蔵ヶ丘コミュニティセンター 光の森１丁目3517-3 ☎（232）5697

光の森町民センター 光の森２丁目1-1 ☎（237）6555

武蔵ヶ丘北小学校校区 西部町民センター 武蔵ヶ丘北３丁目5-1 ☎（338）3443

町内全域

町民グラウンド 久保田2785 ―

菊陽杉並木公園 原水5326 ―

光の森多目的広場 光の森３丁目2-2 ―

※平成28年熊本地震の影響で、町民体育館、菊陽中学校、菊陽北小学校、菊陽西小学校、武蔵ヶ丘中学校、武蔵ヶ丘北小学校
の体育館は避難場所として使用できません。
問 総務課　交通防災係　☎（232）2111

　ＮＴＴは、災害で電話がつながりにくい状況のとき
に、安否確認や緊急連絡などの情報を音声で録音・再
生できる伝言サービスを設置します。１回30秒まで
録音できます。保存期間は運用期間終了までです。

災害用伝言ダイヤル　☎１７１
■停電情報をチェック！
停電時には電話がつながりにくくなります。インターネットで
「九州電力」を検索してください。

■携帯メールサービス
登録した携帯電話へ停電情報や緊急情報など
をメール配信します。２次元バーコードを読
み取ってホームページをご覧ください。

■災害が起きたら　切れた電線は感電の恐れがあり大変危険です。
絶対に触らず、ご連絡ください。傷ついたり、水に浸かったり
した電気器具、コードは、漏電や火災の原因になります。必ず
電気店などで点検してください。屋外へ避難するときはブレー
カーを「切」にしてください。
問 九州電力株式会社　大津営業所　☎ 0120（986）602

停電に備えましょう

熊本地震により、平成28年度の軽自動車税の
納期限を５月31日から８月１日にしています。
そのため、平成27年度の車検用納税証明書の
有効期限も次のとおり延長します。

■平成27年度の車検用納税証明書の有効期限

※お手持ちの納税証明書はそのまま使えます。別に証明
書が必要な人は窓口で車検用納税証明書を発行します。

■問い合わせ
税務課　住民税係　☎（232）4911

■対象者　熊本県を主たる定置場とする自動車の所有者
■納期　（変更後）８月１日～31日
■その他
◦今年度の納税通知書は８月上旬に発送する予定です。
◦障がいがある人で、今年度も継続して減免を受けられ
ると思われる人には、「自動車税減免継続通知書」を
８月上旬に発送する予定です。

■問い合わせ
県自動車税事務所　
☎（368）4300
県北広域本部課税課　
☎0968（25）4124

軽自動車税
車検用納税証明書の有効期限延長

納期は８月１日～８月31日
自動車税の納期延長

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ

固
定
資
産
税
・
住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

県では、平成28年熊本地震による被災状況を
受け、自動車税の納期を「５月」から「８月」
に延長しました。

問 

税
務
課　
☎（
２
３
２
）４
９
１
１

固
定
資
産
税
の
減
免

　
住
家
・
非
住
家
と
も
に
、
損
害
の
程
度

に
応
じ
て
減
免
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

■
住
家
の
減
免

り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
と
判
定
さ
れ

た
家
屋
を
対
象
に
減
免
し
ま
す
。
一
部

損
壊
は
対
象
外
で
す
。

■
非
住
家（
店
舗
、
倉
庫
な
ど
）の
減
免

固
定
資
産
税
減
免
申
請
書
と
被
害
状
況

が
分
か
る
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
を
も
と
に
損
害
の
程
度
を
判
定

し
ま
す
。

※
写
真
だ
け
で
判
定
で
き
な
い
場
合
は
現

地
調
査
を
行
い
ま
す
。

■
償
却
資
産
の
減
免

資
産
１
品
ご
と
の
評
価
額
に
対
す
る
修

繕
費
の
割
合
が
２
割
を
超
え
る
も
の
に

関
し
て
減
免
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
税
と

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
損
害
の
程
度
と
前
年
の
合
計
所
得
金
額

に
応
じ
て
、
住
民
税
と
国
保
税
を
減
免
し

ま
す
。

■
住
民
税
の
減
免
対
象
者

◦
所
有
ま
た
は
居
住
す
る
住
宅
が
、
り
災

証
明
書
で
半
壊
以
上
と
判
定
さ
れ
た
人

◦
家
財
の
被
害
が
多
額
の
人

◦
農
業
を
営
み
、
農
業
収
入
が
大
幅
な
減

収
と
な
る
人　
な
ど

■
国
保
税
の
減
免
対
象
者

◦
り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
と
判
定
さ
れ

た
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
人

◦
家
財
の
被
害
が
多
額
の
人

◦
農
業
や
自
営
業
、
不
動
産
収
入
な
ど
が

あ
り
、
大
幅
な
減
収
と
な
る
人　
な
ど

※
住
民
税
と
国
保
税
は
減
免
の
基
準
が
異

な
り
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
に
よ
る
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
、
住
民
税（
町
県
民

税
）、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日時 現在の記載期日 延長後の期日

納税通知書の
納税証明書 ５月31日 ８月１日

口座振替用
納税証明書 ６月15日 ８月16日 災害義援金・菊陽町災害見舞金をお届けします

メッセージを
録音したいとき

メッセージを
聞きたいとき

１７１ を押す

１ を押す

１７１ を押す

２ を押す

被災地の連絡を取りたい人の電話番号を
市外局番から入力する

　平成28年熊本地震の被災者に対して全国各地から生活再
建のために、熊本県や日本赤十字社、共同募金会などに心温
かいご支援をいただきました。寄せられた義援金と併せて、
菊陽町から災害見舞金をお届けします。
　当てはまる家屋被害世帯には順次案内通知を送ります。

全壊 大規模半
壊・半壊 重傷者 負傷者

今回配分
義援金 80万円 40万円 ８万円 ―

見舞金 10万円 ５万円 １万円

問 生活・住宅再建支援役場相談窓口　☎（234）6338
問 福祉課　☎（232）4913

２次元バーコード
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検診は家族の幸せ守ります
がん複合検診を受けましょう

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
新しい保険証を送ります

熊
本
地
震
を
経
験
し
た
私
た
ち

今
、あ
ら
た
め
て
見
直
そ
う
、「
食
」の
大
切
さ

国
民
健
康
保
険
証
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
限
度
額
適
用
認
定
証

現在お持ちの保険証（黄色）の有効期限は、７月31日です。
新しい保険証（だいだい色）を７月中に簡易書留で送りますので
８月１日以降、新しい保険証をお使いください。

問 

健
康
・
保
険
課　
保
健
予
防
係　
☎（
２
３
２
）４
９
１
２

問 

健
康
・
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
係　
☎（
２
３
２
）４
９
１
２

不
足
し
た
栄
養
素

　
避
難
所
な
ど
で
の
食
事
は
、
お
に
ぎ
り

や
パ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
が
中
心
に
な
り
、

た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
が
不
足
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
倦け

ん
た
い怠

感
、
貧
血
、
便
秘
な

ど
の
症
状
が
出
た
人
も
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
糖
尿
病
や
腎
臓
病
の
治
療

を
し
て
い
る
人
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困

難
に
な
り
、
不
安
を
抱
え
て
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

体
調
を
崩
さ
な
い
体
を
つ
く
る

　
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
は
、
免
疫
力
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

状
況
で
も
し
っ
か
り
栄
養
素
を
吸
収
で
き
、

血
液
を
う
ま
く
体
中
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
日
ご
ろ

か
ら
正
し
い
食
生
活
を
心
掛
け
、「
緊
急

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

　
限
度
額
適
用
認
定
証
を
病
院
に
提
示
す

る
と
、
窓
口
で
の
負
担
が
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。

❶
新
規
申
請　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と

き
は
事
前
に
健
康
・
保
険
課
ま
た
は
西

部
支
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
更
新　
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

引
き
続
き
必
要
な
人
は
、
８
月
中
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類　

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
分
か
る
書
類

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

に
は
、
認
定
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

時
に
体
調
を
崩
さ
な
い
体
」
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
平
成
23
年
度
に
「
菊
陽
町
健

康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
、「
栄
養
・
食

生
活
」
の
項
目
で
「
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

町
が
行
っ
た
調
査
で
は
、「
20
代
女
性

の
痩
せ
す
ぎ
」「
30
歳
男
性
と
幼
少
期
の

朝
食
欠
食
」
と
い
う
課
題
が
見
え
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
町
の
事
業
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

「
食
育
」
は
全
世
代
で

　
食
べ
る
こ
と
は
、
生
き
て
い
く
た
め
の

基
本
で
あ
り
、
健
康
は
日
々
の
食
事
の
積

み
重
ね
に
あ
り
ま
す
。「
食
育
」
は
、
誰

も
が
健
全
な
食
生
活
を
継
続
し
て
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
康
を
維
持
し
、
生
き
生
き
と

暮
ら
す
た
め
に
、
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　
暑
さ
が
本
格
的
に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時

期
、
よ
り
「
食
」
を
意
識
し
て
健
康
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

熊
本
地
震
で
経
験
し
た
「
通
常
の
食
事
が
と
れ
な
い
状
況
」。

そ
の
中
で
健
康
を
維
持
す
る
鍵
は
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
が
握
っ
て
い
ま
す
。

■実施期間　９月下旬～10月上旬
■申込方法　７月初旬、対象者に申込書を送ります。内

容を確認して申し込みください。
■平成26年度菊陽町集団検診
　がん・がん以外の病気の発見数（人）

その他のがん発見者数（肝がん、前立腺がんなど）６人

一部負担金
　新しい保険証に記載してある一部負担金の割合は、平
成27年中の所得で判定しています。
■一部負担金の割合（窓口負担）

保険料が決まりました
　平成28年度の保険料が決まりましたので、７月中に
保険料額決定通知書などを送ります。

■がん複合検診内容

※特定健診を受けたい社会保険加入者と扶養家族は各医
療保険者にお問い合わせください。

■問い合わせ
　健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証の更新と新規申請
❶新規申請　住民税非課税世帯で高額な医療費がかかる

人は限度額適用・標準負担額減額認定証が必要ですの
で、申請してください。
❷更新　限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限

は７月31日です。８月１日以降も引き続き当てはま
る人には、新しい認定証（だいだい色）を保険証と一緒
に送ります。

■必要書類　後期高齢者医療被保険者証、印鑑、マイナ
ンバーが分かる書類

■申し込み・問い合わせ
　健康・保険課　国民健康保険係
　☎（232）4912

■医療費の自己負担限度額（月額）
◦70歳未満の人

◦70歳以上75歳未満の人

種別 がん発見者数 がん以外の病気

胃がん １ 42

大腸がん ３ 111

肺がん ３ 　9

子宮頸がん ３ 19

乳がん ６ 43

検診項目 内容 対象者
肺がん検診 胸部レントゲン

40歳以上胃がん検診 胃透視
大腸がん検診 便潜血
腹部超音波検診 腹部超音波
前立腺がん検診 採血 40歳以上（男性）
子宮頸がん検診 子宮頸部細胞診

40歳以上（女性）乳がん検診 視触診＋
マンモグラフィー

骨粗しょう症検診 超音波（かかと）

特定健診（※）
問診・身体測定・
血圧・診察・
血液検査・尿検査・
心電図など

◦国民健康保険被
保険者（40歳以上）

◦後期高齢者医療
被保険者

所得要件 所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額
所得が901万円を超える ア 252,600円＋（医療費－842,000円）×１％ 140,100円
所得が600万円を超え901万円以下 イ 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％ 93,000円
所得が210万円を超え600万円以下 ウ  80,100円＋（医療費－267,000円）×１％ 44,400円
所得が210万円以下（住民税非課税世帯を除く） エ 57,600円 44,400円
住民税非課税世帯 オ 35,400円 24,600円

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
現役並み所得者 44,400円 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

一般 12,000円 44,400円
低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円

70歳から74歳の人へ

高齢受給者証を
送ります

国民健康保険高齢受給者証
の有効期限は、７月31日
です。７月下旬に今年度の
高齢受給者証（白色）を送り
ます。８月１日以降、新し
い高齢受給者証をお使いく
ださい。

同一世帯の後期高齢者医
療被保険者のうち、住民
税の課税所得が145万円
以上ある人がいる世帯

⇨ 3 割

上記に当てはまらない世
帯の被保険者 ⇨ １割

新しい保険証はだいだい色です

がん予防には生活習慣の改善と、定期的にがん検診を受け、早期発見することが大切です。
この検診では自分が受けたい検診項目を選んで受けられます。この機会に受けてみませんか。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？ 

vol.
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
ま
す

平
成
29
年
度
採
用

菊
陽
町
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

問 

菊
陽
町
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
☎（
２
３
２
）６
９
５
５

問 

総
務
課　
人
事
秘
書
係　
☎（
２
３
２
）２
１
１
１

■
受
取
手
順

❶
交
付
通
知
書（
は
が
き
、
ま
た
は
封
書
）

が
届
き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
し
た
本
人
に
交
付
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
本
人
の
も
の
か
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

❷
交
付
場
所
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
採
用
分
の
菊
陽
町
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
日

　
１
次
試
験　
９
月
18
日
㈰

■
試
験
会
場　

　
県
立
翔
陽
高
等
学
校（
大
津
町
）

■
受
付
期
間　

７
月
25
日
㈪
～
８
月
12
日
㈮（
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
受
験
申
込
用
紙
の
請
求　
　

　
受
験
申
込
用
紙
・
試
験
要
領
は
、
総
務

課
と
西
部
支
所
に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
請

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
菊
陽
町

職
員（
試
験
職
種
名
）採
用
試
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ

ズ
が
入
る
も
の
）を
同
封
し
、
総
務
課
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
試
験
要
領
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
９

－

１
１
９
２（
住
所
不
要
）

菊
陽
町
役
場　
総
務
課　
人
事
秘
書
係

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

❸
受
け
取
り
は
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

病
気
、
身
体
の
障
が
い
、
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
理
由
で
、
本
人
が
受
け
取
れ

な
い
場
合
は
、
代
理
人
が
受
け
取
れ
ま

す
が
、
入
院
証
明
書
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
必
要
書
類

◦
交
付
通
知
書（
は
が
き
、
ま
た
は
封
書
）

◦
通
知
カ
ー
ド

◦
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
）

◦
本
人
確
認
書
類（
ア
ま
た
は
イ
）

ア
　
写
真
付
き
証
明
書
１
点（
運
転
免
許

証
、
旅
券
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

イ
　
写
真
な
し
の
証
明
書
２
点（
健
康
保

険
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
年

金
手
帳
、
学
生
証
な
ど
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
に
は
、
交
付
通
知
書
を
順
次
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
次
の
要
領
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

期限 時間 場所 方法

９月30日㈮

平日午前９時～午後５時 町民課
（特設窓口）

先着順

水曜日午後５時～７時（※） 予約制

平日午前９時～午後５時
光の森町民
センター

予約制
８月１日
㈪から
先着順

水曜日
午前９時～午後４時30分

職種 区分 採用予定数 受験資格

行政 大学卒業程度 ８人程度 ❶昭和62年４月２日～平成７年４月１日生まれの人
❷大卒または卒業見込みの人

一般事務 高校卒業程度 ２人程度 ❶平成７年４月２日～平成11年４月１日生まれの人
❷高卒、短大卒または卒業見込みの人

土木 高校卒業程度 ２人程度 ❶昭和62年４月２日～平成11年４月１日生まれの人

司書 職務経験者 １人程度
❶昭和51年４月２日以降に生まれた人
❷図書館司書の資格を有する人
❸図書館司書の職務経験が通算５年以上ある人

調理員

高校卒業程度 １人程度 ❶昭和62年４月２日～平成11年４月１日生まれの人

職務経験者 １人程度
❶昭和51年４月２日以降に生まれた人
❷栄養士の資格を有する人または調理師免許を取得している人
❸給食施設などでの調理業務の経験が通算３年以上ある人

※水曜日は町民課で午後７時まで交付しています。交付場所が光の
森町民センターの人も町民課で受け取りができます。必ず事前に
予約をしてください。

国民年金保険料の納付が難しい人は
免除・納付猶予の申請を

ことしも熱い夏がやってくる！
～復興に向けて～
第41回菊陽町夏まつり ことし４月分～平成29年３月分の国民年金保険料は、月額16,260円

です。納期限までに納めるか、免除・納付猶予申請をし、初診日など
の該当月の前々月までに承認を受けないと、障害基礎年金や遺族基礎
年金を受給できなくなることがあります。

第41回菊陽町夏まつりを開催します。
詳しくは後日配付のチラシをご覧ください。

納付方法
　日本年金機構が送る納付書で金融機関、郵便局、コン
ビニで納められます。クレジットカードやインターネッ
トバンキングを利用した納付、口座振替もあります。

免除・納付猶予の申請
　納め忘れの状態で、障がいや死亡などの不慮の事故が
発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できな
くなる場合があります。保険料の納付が困難な場合、免
除・納付猶予申請をしてください（所得制限有）。
※熊本地震で住宅、家財、その他の財産について、被害

金額がおおむね 2 分の１以上の損害を受けた場合は、
申請すると保険料が全額または一部免除になります。

期日　８月６日㈯　入場無料
会場　菊陽杉並木公園

■ステージ情報　菊陽武蔵剣豪太鼓による太鼓演奏や地
元団体による発表などを予定しています。

■タイムスケジュール（予定）
午後４時30分　  開場
午後５時　　　　ステージ第１部
午後７時15分　  町民総踊り
午後７時30分　  ステージ第２部
午後８時45分　  フィナーレ（花火）
午後９時　　　　終了

■問い合わせ　菊陽町夏まつり実行委員会
　（菊陽町商工会内）　☎（232）2757

※平成28年７月から納付猶予の対象者が50歳未満に拡
大されました。

■審査対象　
　免除：申請者本人・配偶者・世帯主の所得
　納付猶予：申請者本人・配偶者の所得
※平成28年度の免除・納付猶予の申請は、７月分～
　平成29年６月分の期間が対象です。
■申請場所　町民課または西部支所、年金事務所
■必要書類　離職票（申請者本人、配偶者、世帯主のう

ち退職した人）、り災証明書または財産の被害金額
が確認できるものなど（被災した人）、学生証（学生）、
年金手帳、印鑑

■問い合わせ　熊本西年金事務所　☎（355）3261
　　　　　　　町民課　年金係　　☎（232）4914

※駐車場には限りがありますので、できるだけ徒歩・自
転車・公共交通機関でご来場ください。

※花火開始前から杉並木陸橋の歩道を封鎖します。

菊陽病院●

●
菊陽町
図書館

●富士フイルム九州㈱

● ●ハンズマン
●ローソン 
 

さんふれあ 車両
通行止め
（予定）

県道熊本菊陽線

国道５７号
（菊陽バイパス）

イオン菊陽店

Ｐ

ＪＲ
三里木駅

Ｐ
臨時駐車場

（グラウンド） 海道工業
●

夏まつり会場

花火会場 

菊陽西小

●菊陽自動車学校●菊陽自動車学校

●ＨＩヒロセ

Ｐ

周辺地図（通行止め時間午後５時～10時）
県道 311号県道 311号

交付通知書が届いたら
手続きしてくださいね。

（ ）
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菊
陽
の
ま
ち
づ
く
り

町
は
平
成
28
年
３
月
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
、
今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
４
つ
の
都
市
像
の
残
り
と
そ
の
具
体
的
な
施
策
を

お
伝
え
し
ま
す
。

問 

総
合
政
策
課　
企
画
政
策
係　
☎（
２
３
２
）２
１
１
２

第
５
期
菊
陽
町
総
合
計
画　
後
期
基
本
計
画
vol．
３

第
２
部　
暮
ら
し
や
す
く
安
全
で

　
　
　
　
安
心
な
ま
ち

第
４
編　
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り（
生
活
基
盤
）

第
２
章　
住
宅
・
住
環
境
の
整
備

　
住
み
よ
さ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
、
美
し
い
街
並
み
景
観
に
よ
る
魅

力
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
り
、
良
質
な

住
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

◦
道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
基

盤
の
整
備

◦
駅
お
よ
び
駅
周
辺
の
整
備

第
３
章　
交
通
体
系
の
充
実

　
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た

め
、
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
、
歩
行
者
に
や
さ
し
い
生
活
道
路
網
な

ど
の
整
備
、
利
便
性
と
効
率
性
を
両
立
す

る
公
共
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

◦
新
駅
の
設
置
、
駅
周
辺
の
市
街
地
開
発

◦
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
・
サ
イ
ク
ル
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
推
進

第
４
章　
水
の
安
定
供
給
と
下
水
道
の
整
備

　
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

安
全
で
安
心
で
き
る
水
の
供
給
や
下
水
道

の
整
備
、
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

◦
水
道
施
設
の
計
画
的
整
備
の
支
援

◦
公
共
下
水
道
の
維
持
管
理

　
　
　

第
５
章　
環
境
衛
生
対
策
の
推
進

　
循
環
型
社
会
の
形
成
、
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
不
法
・
不
適
切
な
野
焼

き
や
不
法
投
棄
の
防
止
啓
発
を
進
め
、
ご

み
処
理
、
し
尿
処
理
な
ど
は
広
域
的
な
連

携
に
よ
り
、
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
を

行
い
ま
す
。

◦
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
の
推
進

◦
新
環
境
工
場
の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み

第
５
編　
住
み
よ
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り（
防
災・消
防・防
犯
な
ど
）

第
１
章　
防
災
対
策
の
充
実

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時
要
援

護
者
に
対
す
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

◦
地
域
防
災
計
画
の
必
要
に
応
じ
た
見
直
し

◦
防
災
拠
点
な
ど
の
整
備

第
２
章　
消
防
・
救
急
対
策
の
充
実

　
地
域
消
防
力
の
向
上
の
た
め
、
消
防
団

員
の
確
保
や
消
防
施
設
・
消
防
資
機
材
の

整
備
に
努
め
、
消
防
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

◦
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
と
の
連
携

◦
消
防
団
員
確
保
と
組
織
力
の
強
化

第
３
章　
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
充
実

　
住
民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
、
町
民
と
関
係
機
関
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
防
犯
、
交
通
安

全
へ
の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

◦
警
察
力
強
化（
交
番
の
誘
致
）

◦
各
地
区
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ

の
サ
ポ
ー
ト

第
４
章　
消
費
者
保
護
対
策
の
充
実

　
住
民
が
安
心
し
て
消
費
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
消
費

者
保
護
の
観
点
か
ら
の
消
費
生
活
相
談
の

対
応
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◦
他
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
機
会

の
拡
充

◦
消
費
者
教
育
講
座
の
開
催

第
３
部　
活
力
に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ

　
　
　
　
わ
う
ま
ち

第
６
編　
働
き
や
す
く
、
活
気
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り（
産
業
）

第
１
章　
農
業
の
振
興（
持
続
性
の
高
い

農
業
の
構
築
）

　
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
人
材
の
育

成
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
農
畜
産
物

の
品
質
向
上
、
魅
力
あ
る
特
産
品
な
ど
の

開
発
を
促
進
す
る
な
ど
、
生
産
効
率
の
向

上
や
農
畜
産
物
の
高
品
質
化
を
図
り
ま
す
。

◦
大
規
模
化
に
よ
る
強
い
農
業
の
育
成

◦
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

へ
の
対
応

第
２
章　
工
業
の
振
興（
連
携
に
よ
る
工

業
の
発
展
）

　
進
出
企
業
と
地
元
企
業
全
体
の
活
性
化

の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
立

地
環
境
整
備
や
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
進

め
、
企
業
間
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

◦
販
路
開
拓
に
対
す
る
支
援

◦
地
域
と
企
業
の
交
流
促
進

第
３
章　
商
業
の
振
興（
魅
力
あ
る
商
業

の
展
開
）

　
に
ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ
る
商
業
実
現
の

た
め
、
商
店
、
飲
食
店
の
活
性
化
や
経
営

支
援
を
行
い
、
魅
力
あ
る
商
業
エ
リ
ア
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

◦
大
型
店
と
既
存
店
と
の
共
存

◦
地
域
と
企
業
の
交
流
促
進

第
４
章　
観
光
の
振
興（
地
域
観
光
資
源

の
活
用
）

　
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
、
観
光
資
源

を
掘
り
起
こ
し
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
メ
ニ
ュ
ー
を
定
着
化

さ
せ
ま
す
。
産
業
と
し
て
の
特
産
品
の
開

発
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

◦
地
域
産
品
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発

促
進

◦
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
活
用

第
４
部　
み
ん
な
で
協
働
し
て

　
　
　
　
支
え
る
ま
ち

第
７
編　
町
民
と
行
政
が
協
働
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り（
住
民
参
画
・
男

女
共
同
参
画
な
ど
）

第
１
章　
住
民
参
画
の
推
進

　
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、
町
民
に
対
す
る
情
報
公

開
を
進
め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
画

を
進
め
ま
す
。

◦
情
報
公
開
の
推
進
と
適
切
な
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築

◦
地
域
づ
く
り
の
柱
と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援

第
２
章　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
女
性
と
男
性
が
平
等
な
立
場
で
、
家
庭

や
地
域
、
職
場
、
学
校
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
に
参
画
で
き
る
社
会
を
構
築
し
ま
す
。

◦
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

画
推
進

◦
両
立
支
援
の
た
め
の
各
種
相
談
窓
口
の

充
実

第
３
章　
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
の
推
進

　
全
て
の
人
が
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

◦
人
権
の
ま
ち
菊
陽
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

◦
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
の
見
直
し

第
４
章　
広
報
活
動
の
推
進

　
「
広
報
き
く
よ
う
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
を
幅
広
く
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

◦
広
報
活
動
の
充
実

◦
情
報
公
開
制
度
の
充
実

第
８
編　
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営

を
図
る
ま
ち
づ
く
り（
行
財
政
）

第
１
章　
高
度
情
報
化
へ
の
対
応

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
で
効

果
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
情
報
シ

ス
テ
ム
を
整
備
・
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
個
人
情
報
保
護
に

も
配
慮
し
た
情
報
管
理
を
行
い
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
適
切
な
運
用

◦
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底

第
２
章　
行
財
政
運
営
の
充
実
・
強
化

　
自
立
し
た
行
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
た

め
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
、
職
員
の
資

質
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源

の
確
保
、
地
方
創
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
菊
陽
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
で
定
め
た
施
策
の
展
開

◦
夜
間
納
税
相
談
の
実
施

第
３
章　
広
域
連
携
の
推
進

　
多
様
で
広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
し
て

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
近
隣
市
町
村
と

密
接
に
連
携
・
協
力
し
、
効
率
的
で
質
の

高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

◦
連
携
中
枢
都
市
圏
の
活
用

◦
広
域
行
政
事
務
の
実
施

　
次
回
は
校
区
別
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。
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若者と政治を結ぶ活動を行っているＮＰＯ法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

18歳。だから
、投票に行く

７月の参議院
議員選挙から

18歳以上の
若者が

投票できるよ
うになります

。

熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

松ま
つ
な
が永

和い
づ
み

さ
ん

期
日
前
投
票
に
行
く
同
級

生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
ね
。
期
日
前
投
票
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思
う
。

ど
う
し
た
ら
み
ん
な
投
票

に
行
く
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
疑
問
を

感
じ
る
場
面
や
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
な
。

大
学
や
駅
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
投
票
箱
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
れ
に
自
分

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る

同
世
代
の
候
補
者
が
い
る

と
い
い
な
。

小お

の野
奈な

な

み
々
実
さ
ん

岩い
わ
も
と元

誠せ
い

悟ご

さ
ん

長な
が

野の

大だ
い
さ
く作

さ
ん

ＮＰＯ法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動するＮＰＯ法
人。熊本を含む全国21支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。

期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の役

所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票の

手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在して

いる人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

20
代
の
低
い
投
票
率

　
県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

投
票
で
自
分
の
願
う
社
会
へ

　
投
票
は
、
自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。
意
思
表
示
を
し
な
い

と
、
自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩

熊本県選挙管理委員会
平
ひらはた

畑 雅
まさ

規
き

書記

初めての選挙に行くばい！

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て

　
主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投

票
所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に

し
て
若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

IN
T

E
R

V
IE

W

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
聞
く

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。
あなたの一票で新しい未来を 。

あなたの一票が
新しい未来をつくる

18歳。だから、投票に行く Kumamoto Prefecture Public Relations Associat
ion 合 同

特 集

面倒だよねえ

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、
税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

VOICE

身近にきっかけ
があればなあ

20代 30代 40代 50代 60代 70代〜

◆平成26年衆院選の年代別投票率
（県内抽出調査による推計値）投票率

（％）

28.5%
37.4%

47.5%

62.1% 64.3% 59.7%

80
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60
50
40
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昨年度より増加
平成27年度のごみの総量
　ごみは、菊池市、合志市、大津町、菊陽町の２市２町で構
成する菊池環境保全組合立環境工場で処理をしています。
　組合の平成27年度実績では、ごみの総量は 37,075㌧（前
年度対比２％増）、そのうち菊陽町は 11,040㌧（前年度対
比 2.4％増）でした。ごみの種類では、燃やすごみの総量は
33,126㌧（前年度対比 1.7％増）、菊陽町は 10,080㌧（前年
度対比２％増）でした。
　現在、燃やすごみの処理施設・東部清掃工場は、人口増加
によるごみ量の増加や施設の老朽化などで処理能力の不足が
懸念され、新たな処理施設の建設計画が進められています（詳
しくは、菊池環境保全組合ホームページ「環境工場等建設に
ついて」をご覧ください）。
　施設をより長く使うために、燃やすごみの量を増やさない
ことや分別の徹底について皆さんのご協力をよろしくお願い
します。

参議院議員通常選挙

■日時　７月10日㈰　午前７時～午後７時
※投票時間は午後７時までです。ご注意ください。
■投票方法
❶選挙区　「候補者名」を書いて投票します。
❷比例代表　「候補者名」または「政党名」を書いて投票

します。　
■投票場所

期日前投票
　投票日に仕事や用事などで投票所に行けない人は、期日前
投票ができます。なお、今回は１日間のみですが、光の森町
民センターでも投票できるようになりました。

※期日前投票では、前もって投票所入場券（はがき）の裏面に
印刷してある「期日前投票投票用紙請求書兼宣誓書」に記
入して来場すると受け付けがスムーズです。

■入場券（はがき）裏面の記入例

７月10日㈰は任期満了に伴う第24回参議院議員通常選挙の投票日です。
今回から、選挙権の年齢が満20歳以上から満18歳以上に引き下げられました。
投票時間は午前７時～午後７時です。投票日に投票に行けない人は、期日前投票をしましょう！

私たちが出すごみは、処理するのにたくさんのお金が掛かります。
ごみを出す前にもう一度考えてみませんか。

分ければ資源・混ぜればごみ

問 環境生活課　ごみ減量推進係　☎（232）2114

リサイクル推進事業の実績　　

　平成27年度は、子ども会、自治会など70団体の皆さんが
集団回収（リサイクル）に取り組みました。ありがとうござい
ました。回収量は671㌧で、リサイクル推進事業奨励金729万
円を交付しました。リサイクル活動を年度内に４回以上実施
すると、古紙類の加算（２円／㌔）があります。
　家庭のごみを減らし、ごみ処理経費を削減するため、地域
のリサイクル活動に皆さんのご協力をよろしくお願いします。
■リサイクル推進事業対象品目と単価

18歳選挙権がスタート！

第24回参議院議員通常選挙

選挙は政治に参加す
る大切な機会です。
皆さん必ず投票に行
きましょう。

ごみを減らすためにできること

●燃やすごみのうち約４割以上が生ごみです。
　十分な水切りをしましょう。
●生ごみは、良質なたい肥として利用できま

す。生ごみ処理のたい肥化にご協力をお願
いします。生ごみ処理機の補助があります。
詳しくはお問い合わせください。

●スーパーなどの店舗で回収している資源物は、できる
だけ店舗回収に協力しましょう。

●資源物の「空かん・空びん」「紙類」「布類」「牛乳パッ
ク」は、地域の集団回収に出しましょう。

●資源物の「プラスチック類」や「紙類」は、しっかり
分別しましょう。

種類 金額

古紙類
新聞・チラシ
雑誌、段ボール
牛乳パック
その他の紙

10円／㌔
【加算額】
年度内４回以上
２円／㌔

布類 古着、毛布など 10円／㌔
缶類 アルミ缶、スチール缶 10円／㌔

びん類 ビールびん、一升びん ビールびん　８円／本
一升びん　　10円／本

燃やすごみ（粗大除く）

家庭ごみ　82㌧
（2.0㌔／１人当たり）
家庭ごみ　82㌧
（2.0㌔／１人当たり）

資源物ＥＦＧ

家庭ごみ　194㌧
（4.8㌔／１人当たり）
家庭ごみ　194㌧
（4.8㌔／１人当たり）

資源物Ｊ

家庭ごみ　91㌧
（2.2㌔／１人当たり）
家庭ごみ　91㌧
（2.2㌔／１人当たり）

資源物ＣＤ

家庭ごみ　３㌧
（0.07㌔／１人当たり）
家庭ごみ　３㌧
（0.07㌔／１人当たり）

資源物Ｉ

家庭ごみ　336㌧
（8.3㌔／１人当たり）
家庭ごみ　336㌧
（8.3㌔／１人当たり）

資源物ＡＢ

家庭ごみ　60㌧
（1.5㌔／１人当たり）
家庭ごみ　60㌧
（1.5㌔／１人当たり）

資源物Ｈ

家庭ごみ　167㌧
（4.1㌔／１人当たり）
家庭ごみ　167㌧
（4.1㌔／１人当たり）

不燃・埋立て

家庭ごみ　112㌧
（2.8㌔／１人当たり）
家庭ごみ　112㌧
（2.8㌔／１人当たり）

粗大ごみ（可燃・不燃）
家庭ごみ　３㌧家庭ごみ　３㌧
乾電池

家庭ごみ　３㌧家庭ごみ　３㌧
蛍光管

菊陽町の
平成27年度ごみ量の実績

家庭ごみ　6,830㌧
（462㌘／１日１人当たり）
事業系ごみなど 3,162㌧
合計　9,992㌧

家庭ごみ　6,830㌧
（462㌘／１日１人当たり）
事業系ごみなど 3,162㌧
合計　9,992㌧

問 菊陽町選挙管理委員会　☎（232）2111

投票区 投 票 所 行 政 区

１ 南部町民センター 戸次・馬場楠・曲手・
辛川・井口・道明

２ 東部町民センター 上中代・出分・中代・
川久保

３ 菊陽町役場

津留・大堀木・下原・
あさひヶ丘・津久礼ヶ丘・
宮ノ上・ひばりヶ丘・緑ヶ丘・
緑陽台

４ 上津久礼公民館 上津久礼・下津久礼

５ 三里木町民センター
沖野・三里木・三里木北・
新山・境の松・新成・北新山・
杉並台

６ ふれあい交流・福祉
支援センター

武蔵ヶ丘１～６町内
武蔵ヶ丘８町内

７ 光の森町民センター 光の森１～７町内・
武蔵ヶ丘７町内

８ 西部町民センター 八久保・南八久保・花立・
南花立・向陽台・にじの森

９ ふれあいの森研修セ
ンター

中尾・南方・光団地・駅前・
新町・馬場・柳水・入道水・
古閑原・鉄砲小路・長塚

10 青葉台公民館 青葉台・東ヶ丘

日時 場所

６月23日㈭～７月９日㈯
午前８時30分～午後８時

菊陽町役場 ２階 大会議室

７月９日㈯ 
午前８時30分～午後７時

光の森町民センター 会議室

私は、選挙の当日、次の事由に該当する見込みです。
以上、事実に相違ないことを誓い、投票用紙の交付を請求します。

菊陽町選挙管理委員会委員長　様

平成28年○月○日
【請求者】

期日前投票投票用紙請求書兼宣誓書

明治・大正
昭和・平成

氏　　名

生年月日

5

1

2

3

ア　仕事　　イ　学業　　ウ　地域行事の役員
エ　本人又は親族の冠婚葬祭
オ　その他（　　　　　　　　　　　　　）に従事

１以外の用事等のため投票区外に外出・旅行・滞在

住所移転により、他の市町村に居住

ア　疾病、負傷、出産、身体障害等のため歩行困難
イ　刑事施設等に収容

○○年　○○月　○○日

菊陽　太郎

【事由】次の１から５のいずれかに○を付してください。

リサイクル活動を行う馬場区
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復
興
に
力
を
尽
く
す
全
て
の
人

に
元
気
と
笑
顔
を
届
け
た
い

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
、
熊
本
！
フ
レ
ー

フ
レ
ー
、
大
分
！
」

　
菊
陽
中
学
校
と
武
蔵
ヶ
丘
中
学

校
は
５
月
22
日
に
体
育
大
会
が
、

菊
陽
中
部
小
学
校
や
菊
陽
北
小
学

校
、
武
蔵
ヶ
丘
小
学
校
、
武
蔵
ヶ

丘
北
小
学
校
は
５
月
30
日
に
運
動

会
が
行
わ
れ
、
元
気
な
声
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
中
に
響
き
ま
し
た
。

　
30
度
以
上
の
真
夏
日
と
な
っ
た

両
日
、
児
童
・
生
徒
は
力
い
っ
ぱ

い
の
走
り
や
綱
引
き
、
応
援
合
戦
、

ダ
ン
ス
、
組
み
体
操
な
ど
の
演
技

を
披
露
。
保
護
者
や
地
域
の
住
民
、

卒
業
生
な
ど
が
駆
け
付
け
、
手
を

叩
い
て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　
応
援
合
戦
で
、
地
震
の
影
響
で

当
た
り
前
の
生
活
を
送
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
振
り
返
り
、
体
育
大
会

が
で
き
る
喜
び
や
周
り
の
友
達
、

家
族
、
先
生
、
地
域
の
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

菊
陽
中
学
校
の
生
徒
は
「
い
つ
も

声
を
掛
け
て
く
れ
る
地
域
の
方
々
、

先
生
、
毎
日
気
に
掛
け
て
く
れ
る

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
来
て
く

れ
た
皆
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
た
い
。

全
力
で
熊
本
が
元
気
に
な
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
」
と
エ
ー
ル
。
菊
陽

北
小
学
校
の
児
童
は
「
今
回
の
熊

本
地
震
で
熊
本
・
大
分
が
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
北
小
も
被

害
を
受
け
、
教
室
や
体
育
館
が
使

え
な
く
な
り
ま
し
た
。
復
興
の
た

め
に
力
を
尽
く
す
大
勢
の
方
々
、

今
も
闘
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
精
い
っ
ぱ
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
」
と
堂
々
と
演
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
中
部
小
学
校
６
年
生
の
石
橋
尚な

央お

也や

さ
ん
の
母
・
直な

お

美み

さ
ん
は

「
短
い
練
習
期
間
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

無
事
に
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
感
動
し
ま
し
た
」
と
目
を
潤

ま
せ
ま
し
た
。

　
「
地
震
の
影
響
で
場
所
も
時
間

も
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
戸

惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
の
は
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の

生
徒
会
長
・
半
澤
克か

つ
み
ち道

さ
ん
。「
仲

間
と
協
力
し
、
全
て
の
競
技
を
一

生
懸
命
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、

「
菊
陽
と
熊
本
へ
笑
顔
を
届
け
た

い
と
の
思
い
で
こ
こ
ま
で
で
き
た
。

自
分
た
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
今
後

も
団
結
力
を
発
揮
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
前
を
向
き
ま
し
た
。

小学校運動会・中学校体育大会

1全力を出してグラウンドを駆け抜ける
児童　2運動会を盛り上げ、一体感を出
すアナウンス　3保護者や地域の人から
見守られながら元気いっぱいに競い合う
4中学３年生全員演技で「大スキくまも
と」と人文字を作った生徒たち。拍手と
歓声に包まれた　5紅白に分かれて玉入
れをする児童　6組み体操「絆」で機敏
で力強く統率の取れた演技を見せる
7息を合わせてゴール！

1

2

3

4
5

6

8ゴール目指してダッシュ！　9「優勝」
との言葉に歓声を挙げ、喜び合う生徒た
ち　■10バトンをつないで疾走する児童に
「頑張れ！」と大きな声援が送られた　
■11全力で綱を引く生徒　■12「希望を与え
られる運動会にします」と誓いの言葉を
述べる児童　■13太鼓を叩きながらエイ
サーを踊る児童　■14協力しながら「台風
の目」の競技をする児童たち

12

9
11

8

710

14 13
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菊
陽
南
小
学
校
「
鼻
ぐ
り
井
手
子
ど
も

ガ
イ
ド
」
が
５
月
14
日
、
菊
陽
町
鼻
ぐ
り

井
手
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
は
大

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
２
人
と
日
ご

ろ
の
学
習
成
果
を
披
露
。
南
小
の
５
・
６

年
生
20
人
が
５
班
に
分
か
れ
て
来
園
者
を

案
内
し
ま
し
た
。
児
童
の
ほ
と
ん
ど
が
被

災
し
、
家
の
片
付
け
を
手
伝
い
な
が
ら
、

子
ど
も
ガ
イ
ド
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
最
後
は
熊
本
県
の
被
災
者
へ
エ
ー
ル
を

送
り
、「
菊
陽
南
小
、
頑
張
ろ
う
！
」
と

空
高
く
声
を
上
げ
ま
し
た
。

地
震
を
乗
り
越
え

菊
陽
南
小
学
校
「
鼻
ぐ
り
井
手
子
ど
も
ガ
イ
ド
」

「菊陽南小、頑張ろう！」と声を上げる児童

　
震
災
支
援
と
し
て
本
町
に
職
員
を
派
遣

し
て
い
た
奈
良
県
庁
か
ら
５
月
30
日
、
奈

良
県
産
木
材
を
使
用
し
た
積
み
木
を
町
内

保
育
所
な
ど
に
頂
き
ま
し
た
。
園
児
代
表

と
し
て
積
木
を
受
け
取
っ
た
、
も
み
じ
園

と
さ
く
ら
園
の
子
ど
も
た
ち
は
「
積
み
木

で
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
り
た
い
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

　
同
県
奈
良
の
木
ブ
ラ
ン
ド
課
の
中
森
功の
り

征ゆ
き
課
長
補
佐
は
「
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

が
少
し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。

積
み
木
で
笑
顔
に

奈
良
県
産
木
材
を
使
っ
た
積
み
木
の
贈
呈
式

贈呈式で積み木を受け取り喜ぶ子どもたち

　
フ
ッ
素
を
利
用
し
て
虫
歯
ゼ
ロ
を
目
指

す
、
フ
ッ
化
物
洗
口
が
５
月
31
日
か
ら
菊

陽
西
小
学
校
を
皮
切
り
に
町
内
各
小
学
校

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、
洗
口
液
を
口
に

含
ん
で
１
分
間
う
が
い
を
す
る
も
の
。
歯

磨
き
は
健
康
習
慣
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、

フ
ッ
素
は
歯
の
質
の
強
化
や
抗
菌
作
用
、

再
石
灰
化
を
促
進
し
ま
す
。
学
校
で
フ
ッ

化
物
洗
口
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
こ
れ

ら
の
効
果
も
高
ま
り
ま
す
。

　
今
回
起
き
た
地
震
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で

緊
張
状
態
が
長
く
続
く
と
、
交
感
神
経
が

優
位
に
働
き
、
唾
液
が
出
に
く
く
な
り
ま

み
ん
な
で
虫
歯
予
防
！
日
常
へ
戻
る
こ
と
が
復
興
へ
の
第
一
歩

平
成
28
年
度
菊
陽
町
内
フ
ッ
化
物
洗
口
開
始 

す
。
そ
の
た
め
、
口
の
中
が
渇
い
て
ネ
バ

ネ
バ
し
た
り
、
免
疫
機
能
の
低
下
や
虫
歯

の
増
加
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
た
り
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
フ
ッ
素
を

う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
口
の
中
の
清
潔
が
健
康

維
持
の
鍵
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
今
回
の
地
震
で
身
の

安
全
を
脅
か
さ
れ
、
心
が
傷
付
き
、
今
ま

で
の
日
常
が
変
わ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
震
前
に
し
て
い
た
虫
歯
予

防
な
ど
の
学
校
生
活
に
な
る
べ
く
早
く
戻

す
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
心
の
安

定
に
つ
な
が
り
ま
す
。

1

1一分間のうがいで虫歯ゼロを
目指す西小の児童2洗口液を取
りにくる児童3西小のフッ化物
洗口に協力してくれている保健
特別委員のお母さんたち

2

3

　町の酪農家が運営する熊本市酪農農業協同組合婦人
部の吉川恵子部長と古田朱実副部長が６月10日、後
藤三雄町長、井手義隆副町長と赤峰洋次教育長に牛乳
を贈呈しました。これは、牛乳が「ちち」とも呼ばれ
ることから、健康祈願と感謝を込めた父の日の定番ギ
フトとして定着させるため、牛乳の消費拡大キャン
ペーンの一環として展開。来年の父の日には、免疫の
強化や整腸作用、血流の改善、不眠の解消が期待でき
る牛乳を大事な人に贈りませんか。

感謝を込めて
父の日に牛

ち
乳
ち
を贈ろう

「この牛乳を飲んで頑張ってください」と牛乳が渡されました

　㈱ピカッシュ（㈱愛歯関連会社）と町内の歯科医師が
５月26日、避難所の老人福祉センターを訪れ、入れ
歯洗浄サービスを行いました。避難生活が長引き、口
腔内を清潔に保てないと、肺炎などを起こす危険性が
あるため、十分な口腔ケアが必要です。銀のプラスイ
オンで入れ歯をコーティングする「ピカッシュ」は、
入れ歯の臭いや汚れを付きにくくし、手入れを簡単に
することができます。参加者は「入れ歯のぬるぬるが
なくなってすっきりしました」と喜んでいました。

避難生活中もお口を清潔に
抗菌コーティング「ピカッシュ」で入れ歯洗浄

避難者から口腔の状況を聞き取る歯科医師

　姉妹都市・鹿児島県熊毛郡屋久島町の安房中学校
（竹本准校長）の生徒35人が５月31日、修学旅行の途
中に菊陽中学校を訪れ、食を通して交流しました。
　生徒たちは２年生の各教室で一緒に給食を食べ、和
やかなムードの中、それぞれの特産物や自然などを紹
介。菊陽中の生徒は熊本城や阿蘇、天草、くまモン、
だんご汁、高菜ご飯、にんじんサラダなどを写真を交
えて紹介し、安房中の生徒は屋久島の自然やたんかん、
飛び魚を自分たちで描いたイラストで紹介しました。
　安房中の生徒は「僕たちが住む屋久島町安房は飛び
魚の水揚量が日本一。飛び魚は『あご』と呼ばれるこ
ともあり、あごせんべいやあごふりかけ、飛び魚ラー
メンなどのおいしい加工食品があります」と話してい
ました。安房中の山下碧

あお
乃
の
さんは「緊張していたけど、

話しかけてくれてうれしかった。写真で熊本城も見れ
て良かった」と笑顔を見せました。菊陽中の上野晃

こう
太
た

郎
ろう
さんと小出楽

がく
さんは「安房中の生徒と話したり発表

を聞いたり質問したりして屋久島のことをたくさん知
れた。とても楽しかった」と満足気に話しました。

姉妹都市・屋久島町の安
あんぼう
房中学生と交流

一緒に給食を食べて交流

1おいしい給食を一緒に食べ
て交流する菊陽中と安房中の
生徒2熊本や菊陽町を紹介す
る菊陽中の生徒3屋久島町の
特産品を紹介する安房中の生
徒

1

2

3



※費用が掲載されていないものは無料です。 ※地震の影響で日時や内容などが変わる場合があります。 情 報 掲 示 板

▼
日
程　

９
月
29
日
㈭

▼
場
所　

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

▼
対
象
者　

昭
和
41
年
１
月
１
日
〜

12
月
31
日
に
結
婚
し
た
夫
婦

※
結
婚
50
周
年
を
過
ぎ
た
夫
婦
で
、

同
表
彰
式
典
に
参
加
し
て
い
な
い

夫
婦
も
対
象
で
す
。

▼
申
込
方
法

　

介
護
保
険
課
や
西
部
支
所
、
各
町

民
セ
ン
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
に
後
日
案
内
状
を
送
り
ま

す
。
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

▼
日
時　

７
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
　
（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
）

▼
場
所　

光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

高
精
度
筋
量
計
フ
ィ
ジ
オ

ン
を
使
っ
た
筋
量
測
定
、
体
力
測

定
、
健
康
運
動
指
導
士
の
ア
ド
バ

イ
ス

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
の
人

▼
持
参
物　

老
眼
鏡（
必
要
な
人
）

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

昼
食
代
・
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
期
限　

７
月
８
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館
☎（
２
３
２
）２
１
１
６

▼
日
時　

８
月
17
日
㈬

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

フ
ー
ド
パ
ル
熊
本
ビ
ュ
ー

ラ
イ
フ
・
日
本
銀
行
熊
本
支
店

▼
内
容　

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
・
銀
行

店
内
見
学

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
４
年

生
〜
中
学
生

▼
費
用　

千
円（
保
険
料
含
む
）

▼
持
参
物　

水
筒
、
お
に
ぎ
り
、
エ

プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
期
限　

７
月
20
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

木
星
・
火
星
・
土
星
と
夏
の
星
座

を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

町
内
の
小
・
中
学
生
と

保
護
者

▼
講
師　

熊
本
県
民
天
文
台

　

台
長　

艶
島　

敬
昭
さ
ん

り
チ
ョ
コ
な
ど
で
飾
り
付
け
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時　

７
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

４
歳
以
上
の
子
ど
も
と

保
護
者

▼
費
用　

１
組
８
０
０
円（
材
料
費

含
む
）

▼
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
と
持
ち
帰
り

用
の
容
器

▼
定
員　

12
組（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間　

７
月
11
日
㈪
〜

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

子
ど
も
の
不
登
校
な
ど
悩
み
、
戸

惑
う
気
持
ち
を
同
じ
立
場
の
保
護
者

同
士
で
語
り
合
う
場
で
す
。
共
に
思

い
を
語
り
合
い
、〝
ゆ
る
っ
と
〞
し

て
ほ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
・
福
祉
支

援
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

町
の
小
・
中
学
校（
卒

業
生
可
）の
子
ど
も
の
不
登
校
な

ど
で
悩
む
保
護
者

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

町
の
精
神
保
健

福
祉
士

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
進
路
保
障
部
会
事
務
局

　
（
菊
陽
中
学
校
内
）上
田

☎（
２
３
２
）２
０
０
４

　

中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た
英

語
・
数
学
・
国
語
科
目
の
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
末
〜
１
月
末（
週
２

〜
３
回
）午
後
５
時
〜
７
時（
予
定
）

▼
場
所　

光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
「
キ
ャ
ロ
ッ
ピ
ア
」
会
議
室
１

▼
対
象
者　

教
員
Ｏ
Ｂ
・
大
学
生

▼
謝
礼　

あ
り

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

ロ
ボ
ス
ク
エ
ア
と
ト
ヨ
タ
自
動
車

九
州
宮
田
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
25
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
生
１

人
と
保
護
者
１
人
で
１
組

▼
定
員　

20
組（
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
費
用　

大
人
１
，
８
０
０
円　

　

子
ど
も
１
，６
０
０
円（
当
日
徴
収
、

▼
費
用　

４
０
０
円（
資
料
代
含
む
）

▼
定
員　

10
組（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

７
月
15
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
夏
野

菜
と
豚
肉
の
み
そ
炒
め
を
作
ろ
う
。

▼
日
時　

７
月
14
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン

タ
ー

▼
対
象
者　

40
歳
以
上
の
町
民

▼
講
師　

井
之
口　

明
洋
さ
ん

▼
費
用　

８
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

▼
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１
合

▼
定
員　

８
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

７
月
11
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

ふ
わ
ふ
わ
パ
ン
生
地
に
ク
リ
ー
ム

を
入
れ
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
形
を
作

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
期
限　

７
月
22
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

▼
日
時　

８
月
８
日
㈪
〜
12
月
12
日

㈪　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
場
所　

さ
ん
ふ
れ
あ

▼
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
体
操
指

導（
送
迎
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
付
き
。入
浴
時
も
見
守
り
ま
す
）

▼
対
象
者　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

❶
65
歳
以
上
の
要
介
護
１
〜
５
以
外

の
人

❷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
通
所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

❸
ア
ン
ケ
ー
ト（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
）の
結
果
、
要
介
護
状
態
に

な
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

た
人

▼
費
用　

８
４
０
円（
食
事
代
含
む
。

入
浴
料
は
別
途
実
費
負
担
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
期
限　

7
月
29
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

▼
日
時　

７
月
６
日
㈬
・
27
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
10
時
ご
ろ

　
（
雨
天
時
は
室
内
で
開
催
）

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
申
込
期
限　

７
月
15
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　
▼
日
時　

８
月
26
日
㈮ 　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ

ル
フ

▼
対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内

勤
務
の
人

▼
費
用　

３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
定
員　

20
人
程
度（
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

▼
申
込
期
限　

８
月
12
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
か
ら
文
書

作
成
ま
で
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
20
日
㈬
〜
８
月
10
日

㈬　

月
・
水
・
木
曜
日（
全
10
回
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

▼
場
所　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　

受
講
料
２
千
円

　
　
　
　

教
材
費
千
円
程
度

▼
定
員　

12
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

☎（
２
３
２
） 

３
８
０
３

▼
集
合
場
所

❶
７
月
６
日
㈬

　

鼻
ぐ
り
井
手
公
園　

学
習
室

❷
７
月
27
日
㈬

　

菊
陽
杉
並
木
公
園　

管
理
棟

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
の
町
民

▼
費
用　

当
日
徴
収

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員　

１
０
０
円

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
外
２
０
０
円

▼
持
参
物　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
用
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
歩
数
計

（
貸
出
可
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
歩
き
や
す
い
靴

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
月
・
水
・

金
曜
日
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時　

☎（
２
３
２
）８
６
３
８

　　

ポ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ソ
フ
ト
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
で
運
動
不
足
を
解

消
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
26
日
㈫
〜
８
月
23
日

㈫　

毎
週
火
曜
日（
全
５
回
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
人
ま
た
は

町
内
勤
務
の
人

▼
費
用　

１
，
１
１
０
円（
保
険
料

含
む
）

●
募　
　

集
●

介
護
予
防
健
診

ウ
ェ
ル
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
！

健康・保険課で勤務する非常勤職員（保健師）を募集します

職種 賃金・勤務日数

保健師
日給7,360円
（月16日以内）

勤務時間 任用期間 備考

▼採用人数　１人　　

▼勤務地　健康・保険課　保健予防係

▼応募方法　履歴書（写真付き）、保健師免許証（写し）を午前９時
～午後５時に健康・保険課保健予防係へ提出してください。提

出時に面接します。事前に連絡をしてお越しください。

▼申し込み・問い合わせ
　〒869-1192（住所不要）
　健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

雇用保険あり
社会保険なし
通勤手当なし

健康診査業務
健康相談業務
母子保健業務

介
護
予
防
教
室

「
元
気
が
出
る
学
校
」

親
子
で
パ
ン
作
り

７月中～
平成29年３月31日㈮
（再任用の可能性あり）

応募条件

・保健師免許を有すること
・普通自動車免許を有する
　こと（AT限定も可）

勤務内容

午前８時30分
～午後５時15分

（土・日・祝日を除く）

町立保育所で勤務する非常勤調理員を募集します

職種 勤務時間

非常勤調理員（年休代替） 午前９時～午後１時（例）

勤務日 採用人数

▼申込方法
　履歴書（写真付き）を月曜日～金曜日の午前９時～午後５
時に、子育て支援課保育所係までご持参ください。持参
時に面接しますので、事前に連絡してお越しください。

▼申し込み・問い合わせ
　子育て支援課　保育所係
　☎（232）2202

３人程度

賃金・報酬

時給750円不定期

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン

教
室（
初
級
）

菊
陽
町
地
域
未
来
塾

指
導
者
募
集

男
の
料
理
教
室

第
２
回
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク

レ
ッ
ス
ン
教
室

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ゆ
る
っ
と
語
ろ
う
会

（
親
の
会
）

結
婚
50
周
年

金
婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

ノルディックウオーキング

子どもたちの未来のために

夜空いっぱいの星

季
節
を
味
わ
う
ス
ポ
ー
ツ
〜
夏
〜

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

子
ど
も
社
会
見
学
隊

星
空
観
察
会

親
子
の
ふ
れ
あ
い
講
座

「
一
日
社
会
見
学
」
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■問い合わせ　図書館☎（２３２）０４０４　　図書館ホール☎（２３２）７７５６　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ/ｈｐ/

菊陽町図書館だより

ほんの森ほんの森
開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日）
　　　　　特別整理期間（年1回）

みんなで楽しむ　おはなし会

● 図書館からのお知らせ ●

　図書管理システム更新作業に伴い、機器の入れ替えなどをするため、臨時休館します。
大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

菊陽町図書館は７月８日㈮～12日㈫に臨時休館します

図書館ホールは補修工事を行っています

■臨時休館期間　７月８日㈮～12日㈫
•本の返却はできます（午後５時まで）。
•新システムへの切り替えに伴い、インターネット
予約利用者は別途手続きが必要です。
　詳しくは図書館ホームページでご確認ください。

　現在使用を休止している図書館ホールでは、再開に向けて補
修工事を行っています。
　使用再開日は、当館と町ホームページでお知らせします。
•ホール使用申請の受付を７月６日㈬に再開します。詳しくは
お問い合わせください。
•７月10日㈰の図書館ホール調整会議（平成29年１月分）は、
予定どおり午前９時30分から実施します。

落下物で損傷した座席部分

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　７月６日㈬・13日㈬、８月３日㈬・10日㈬
　午前11時～11時30分

★夕方のおはなし会（図書館職員）
　７月７日㈭・14日㈭・21日㈭・28日㈭
　午後５時～５時30分

★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　７月24日㈰、８月14日㈰・28日㈰
　午後２時～２時30分

★あかちゃんと楽しむわらべうた（図書館職員）
　７月27 日㈬
　❶午前10時30分～ 11時（６カ月未満児対象）
　❷午前11時～ 11時30分
　　（６カ月～１歳未満児対象）

新しく届いた本

絵本のはなし
世界で一番美しい犬の図鑑
これからを生きるあなたに伝えたいこと
希望の海

戦国武将の戦術論　榎本秋／著 

近年の戦国史研究が進んで明らかになった新しい
「戦国の合戦像」を紹介します。

平成28年熊本地震　熊本日日新聞社／編 

発生から２週間の記録を緊急出版（売上の一部は、
被災者への義援金に充てさせていただきます）。

おべんと帖 百　伊藤まさこ／著

おいしいお弁当レシピやエッセイなど「おいしい」
話がギッシリ詰まっています。

菊池亜希子／著
タムシン・ピッケラル／著
瀬戸内寂聴　美輪明宏／著

熊谷達也／著

　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
地
域

❶
広
域
地
域　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ

ラ
オ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、

中
国

❷
特
定
地
域　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

▼
申
し
込
み

　

熊
本
県
遺
族
連
合
会

☎（
３
５
２
）６
９
２
５

▼
試
験
日　

１
次
試
験
９
月
18
日
㈰

▼
試
験
場
所　

県
立
翔
陽
高
等
学
校

金
に
関
す
る
各
種
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
15
日
㈮
、
８
月
19
日

㈮
、
９
月
16
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
津
町
図
書
館

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
津
町
役
場　

住
民
課

☎（
２
９
３
）３
１
１
２

▼
日
時

　

７
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
、
８
月
24

日
㈬
、
９
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

菊
陽
町
役
場
１
階
相
談
室

▼
対
象
者　

15
〜
39
歳
の
若
者
と
そ

の
家
族

▼
内
容　

仕
事
や
就
職
に
つ
い
て
全

般
、
応
募
書
類
の
書
き
方
、
面
接

の
受
け
方
、
お
子
さ
ん
の
就
職
に

関
す
る
相
談

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８（
７
４
）０
０
０
７

　

ロ
ー
ン
の
支
払
い
が
続
け
ら
れ
る

か
不
安
、
借
り
て
い
る
建
物
が
壊
れ

た
、
従
業
員
を
こ
れ
以
上
雇
え
な
い
、

利
用
で
き
る
支
援
策
っ
て
ど
ん
な
も

の
？
な
ど
震
災
に
関
す
る
お
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
４
日
㈪
〜
28
日
㈭
予

▼
受
付
期
間　

7
月
25
日
㈪
〜
8
月

12
日
㈮（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
詳
し
く
は
大
津
菊
陽
水
道
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
試
験
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
６
９

－

１
２
２
１　

　

大
津
町
陣
内
１
９
３
８

－

１

　

大
津
菊
陽
水
道
企
業
団　

総
務
課

　

☎（
２
９
３
）７
７
１
１

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
雑
草
の
生

育
が
と
て
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
雑

草
が
繁
茂
す
る
と
▼
枝
葉
の
隣
地
へ

の
越
境
▼
害
虫
の
発
生
▼
ご
み
の
不

法
投
棄
の
誘
発
▼
道
路
の
見
通
し
遮

へ
い
に
よ
る
交
通
事
故
の
誘
発
▼
花

粉
ア
レ
ル
ギ
ー
▼
周
辺
農
地
へ
の
種

子
の
飛
散
▼
防
犯
や
美
観
上
の
問
題

▼
枯
れ
草
火
災
な
ど
の
弊
害
が
あ
り

ま
す
。
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
、
土
地
の
所
有
者
は
適
切
な
対
応

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

環
境
生
活
課　

環
境
係

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

　

熊
本
西
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年

定　

毎
週
月
・
木
曜
日（
祝
日
を

除
く
）午
後
６
時
〜
９
時

※
延
長
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
相
談
方
法　

❶
面
談　

県
司
法
書
士
会
館
２
階

❷
電
話　

☎（
３
６
４
）０
８
０
０

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
司
法
書
士
会
館

　

☎（
３
６
４
）０
８
０
０

※地震の影響で日時や内容などが変わる場合があります。 情 報 掲 示 板

0025 2016.  7　 　2016.  7広報広報 24

　施設の予約状況を町ホームページに公開し
ています。最新の情報はお問い合わせください。
■平成28年９月の利用申請
•受付期間　７月１日㈮～７月10日㈰
•調整会議
　７月28日㈭　午後７時30分～
　光の森町民センター会議室
　※予約に重複があった場合のみ開催。

■平成29年１月の利用特別予約
　各種大会、催し物など予定している団体の
特別予約を受け付けます。
•調整会議　７月28日㈭　午後７時30分～
　光の森町民センター会議室
■申し込み・問い合わせ
　光の森町民センター健康増進室
　☎（237）6577

光の森町民センターの体育館・会議室などの予約を受け付けます

■犯罪発生状況（５月末現在）

■交通事故発生状況（５月末現在）

大津署管内
うち菊陽町

主な発生犯罪 菊陽町では、窃盗が全体の約87％、
万引きが前年比＋14件増加。

214
99

38
18

本年累計 ５月中
－40
－23

前年同期比

発生件数

死 者 数

 206

     1

282

45

0

65

－41

－2

－35

89

1

116

20

0

27

本年
累計 ５月中

大津署管内 うち菊陽町

傷 者 数

前年
同期比

本年
累計 ５月中

－2

±0

－12

前年
同期比

大津警察署　☎（294）0110

vol.8 戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

●
相　
　

談
●

年
金
出
張
相
談
所

震
災
お
困
り
ご
と

夜
間
相
談
会

若
者
就
職

無
料
相
談
会

●
試　
　

験
●

大
津
菊
陽
水
道
企
業
団

職
員
採
用
試
験

平成28年熊本地震

絵本のはなし

被災者 の義援金に

所
有
地
の
雑
草
は

取
り
除
き
ま
し
ょ
う

●
お
知
ら
せ
●

土木
大津菊陽
水道企業団

高卒程度

勤務先職種 区分

２人程度
昭和63年４月２日～
平成11年４月１日
までに生まれた人

受験資格採用予定数
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば

ミニキャロットくらぶ
菊陽町地域子育て支援センター

光の森キャロット保育園内　☎（２３３）００９８
 ラビットくらぶ

菊陽町地域子育て支援センター

元気の森ラビット保育園内　☎（２８８）５８０８
 ひかりっこ

菊陽町地域子育て支援センター

光の森町民センター「キャロッピア」内　☎（２３７）６５７５

菊陽町武蔵ヶ丘児童館
西部町民センター内　☎（３３８）３４４３

つどいの広場ぴーす
ふれあい交流・福祉支援センター　☎（３３７）６８３０

月

2016.7　広報 広報 　2016.7

月

7

０歳～未就園の子どもと保護者対象。親子で楽しむ体
験活動や子育て相談など、参加費は無料です。
７月は毎日水遊びができます。タオル・着替え持参で
遊びに来てね。

０歳～未就園の子どもと保護者対象。親子で楽しむ体
験活動や子育て相談など、参加費は無料です。

ベビーキャロット
午前９時～午後２時　光の森キャロット保育園

日にち プログラム

１日㈮
【育児講座：健康についてのお話】
看護師から夏場の病気予防や健康につい
てのお話があります。相談でもＯＫ！

８/３㈬
【キャロット☆離乳食試食会】
先着10組限定！
保育園の給食を食べに来ませんか？
７/25㈪午前10時から電話予約開始。

午前９時～午後２時　光の森キャロット保育園
ミニキャロット

日にち プログラム０・１歳 １・２歳

５日㈫ ７日㈭ 【おもしろ感触遊び♪】
全身を使って、ダイナミックに遊んでみよう！

12日㈫ 14日㈭
【みんなで楽しく☆夏の製作遊び】
野菜スタンプやにじみ絵など好きな製作に
チャレンジしてみよう！

19日㈫ 21日㈭ 【せんたくごっこ＆バブルバス】
あわあわ遊び！楽しんじゃお☆

20日㈬
【７月生まれのお誕生会＆Cooking♪】
先着20組
お誕生会の後はクッキングで楽しもう！

26日㈫ 28日㈭ 【ワクワクドキドキ☆魚釣りゲーム】
上手にお魚getできるかな？

８/２㈫ 【かくれんぼ虫さん見～つけた☆】
部屋の中に隠れている昆虫を捕まえよう！

８/４㈭ ――
【親子でルンルン♪リズム遊び】15組限定
専門の先生と一緒に楽しくリズム遊び♪
動きやすい服装でお越しください。
７/25㈪午前10時から電話予約開始。

月～金曜日（園行事開催日や祝日を除く）
一人で悩まないで、気軽にご相談ください。

日にち プログラム

６日㈬ 【おしゃべり♥タイム】タオル・着替え持参
ベビーと一緒におしゃべり♪水遊びもできますよ♥

13日㈬
【おもちゃ作って☆水遊び】タオル・着替え持参
ヒンヤリおもちゃを作った後は、水遊び☆楽しもう！
350～500ミリリットルのペットボトルを持参してくだい。

27日㈬
【ポーセラーツでマグカップ作り】先着10組限定
かわいいオリジナルマグカップ作っちゃお！
７/19㈫午前10時から電話予約開始。

８/３㈬
【ラビット☆離乳食試食会】先着10組限定！
給食の先生への質問・相談タイムもありますよ！
７/25㈪午前10時から電話予約開始。

午前９時～午後２時　元気の森ラビット保育園
※１歳未満の活動です。マタニティーもどうぞ♪　

ベビー

０歳～未就園の子どもと保護者が利用できます。子育
ての悩みや情報交換、友達づくりの場になればと思い
ます。優しい先生たちが皆さんに会えるのを楽しみに
しています。

※予約が必要な活動があります。電話で予約してください。
※駐車場や部屋の広さで人数制限をかける場合もあります。

午前９時～午後２時　元気の森ラビット保育園
ラビット

日にち プログラム

７日㈭ 【七夕会＆水遊び】タオル・水着持参
夏到来！七夕のお話を聞いた後は水遊びしちゃおっ♪

14日㈭ 【おもちゃ作って☆水遊び】タオル・水着持参
ペットボトル（サイズは自由）とはさみを持参してください。

20日㈬ 【わいわい☆ラビット】
保育園のおもちゃで遊んじゃおっ♪

28日㈭ 【７月生まれのお誕生会＆スイカ割り大会！！】
元気の森公園に午前10時集合！みんなでスイカを食べよう！

８/４㈭ 【エンジョイ☆水遊び】タオル・着替え持参思い切り水遊びを楽しもう！
※どの活動も20組限定になりますので、電話予約をお願いし
ます。

※お誕生会に参加する誕生月の人は、誕生カード作りをします
ので、申し込み時にお知らせください。

日にち・場所 プログラム

15日㈮
武蔵ヶ丘　　　　　　
コミュニティセンター

【ママの休日】ママの誕生会（７・８月生）
ママの誕生日をみんなでお祝いしちゃお！
その後は手作り楽しんでまぁ～す♪
誰でも参加ＯＫ！遊びに来てね！

お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。
ママの休日 午前10時～正午

月～土曜日（園行事開催日や祝日を除く）
保育室や園庭で遊べます。事前に電話でご連絡ください。

園 庭 開 放 午前９時～午後２時

月～金曜日（園行事開催日や祝日を除く）
一人で悩まないで、気軽にご相談ください。

育 児 相 談 午前10時～午後４時

※どの活動も30組限定になりますので、電話予約をお願いし
　ます。
※お誕生会に参加する誕生月の人は、誕生カード作りがありま
　す。どの活動日でも作れますので、声を掛けてください。

日にち・場所 プログラム
13日㈬

菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は中止）

【enjoy！水遊び☆】
着替え・プールセット持参で遊びに
来てね！

お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

キャロットランド 午前10時～正午

月～土曜日（園行事開催日や祝日を除く）
保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡ください。

園 庭 開 放 午前９時～午後２時

育 児 相 談 午前10時～午後４時

日にち・場所 プログラム

６日㈬
光の森町民センター
「キャロッピア」

【ありがとう。ひかりっこは元気だよ】
七夕のお話を聞いた後、災害時に支援してく
ださった人と一緒におまつりごっこをしよう。
※武蔵ヶ丘中学校東側の空き地に駐車してください。

８日㈮
南部町民センター

【育児講座：リズムで遊ぼう】要予約　２歳以上
音楽に合わせて体を動かしましょう。専門の
先生が教えてくれます。
準備物：水筒・タオル

13日㈬
ふれあいの森
　研修センター

【感触遊び：寒天遊び】
20組（平成26年度生まれのお友達限定）
汚れてもいい服装で！冷たい寒天を手でつぶ
して遊びましょう。
７/４㈪午前10時から電話予約開始。

20日㈬
光の森町民センター
「キャロッピア」

【工作：アイスを作って遊ぼう】要予約
大きな風船でアイスを作って飛ばして遊ぼう！

21日㈭
グローリー・
ファーム（八久保）

【ブルーベリー摘み】参加費500円
先着10組（平成25年度生まれのお友達）
大きくて甘い摘みたてのブルーベリーはおいしいよ。
※屋内の施設はありません。外での活動です。
７/４㈪午前10時から電話予約開始。

22日㈮
光の森町民センター
「キャロッピア」

【ベビーの日】先着10組
デコパージュしよう！　準備物：はさみ
７/４㈪午前10時から電話予約開始。

27日㈬
三里木町民センター

【６・７月生まれのお誕生会】先着20組
カード作りをしますので、１度ルームに遊び
に来てください。
７/４㈪午前10時から電話予約開始。

８/３㈬
光の森町民センター
「キャロッピア」

【作って遊ぼう：水族館作り】要予約
揺らすと魚が動くよ～！
準備物：クレヨン・ペン・両面テープ・はさみ

午前10時30分～正午（受付 : 午前10時～）
ひかりっこくらぶ活動

月～金曜日（祝日を除く）
一人で悩まないで、気軽にご相談ください。

育 児 相 談 午前10時～午後４時

月～金曜日（祝日を除く）
親子で自由にくつろげる子育て支援室です。
祝日のある週は土曜日も開設します。身体測定も随時行
います。

午前 9時～午後２時ひかりっこルーム

町立７保育園　月～金曜日
親子で園庭で遊びましょう。
けがや事故がないように必ずそばで見守ってください。

園 庭 開 放 午前９時30分～正午

乳幼児（保護者同伴）～小学校まで無料です。開館時間は、月～土
曜日の午前８時30分～正午、午後１時～５時です（祝日を除く）。

日にち プログラム
１日㈮ 【七夕飾りつけ】

願いを込めて飾りつけをしましょう。
６日㈬ 【七夕会】みんなで七夕会を楽しみましょう。
８日㈮ 【誕生会＆身体測定】おめでとう★
13日㈬ 【救急法の講習会】

消防署による講習会です。どなたでもどうぞ！

15日㈮
【大掃除＆プール遊び】
水筒、帽子、タオル、水着か紙パンツ、着替えを
ご持参ください。

22日㈮ 【プール遊び】
町内の乳幼児と保護者20組（申し込みが必要です）
雨天中止

27日㈬
29日㈮

「１歳以上（４/１現在）の幼児とその保護者」が対象です。登録が
必要です。

リトルシダーズクラブ 午前10時～11時30分

みんなでほっとしましょう。小学生も保護者もどうぞ。
おしゃべり相談 開館時間内（月～金曜日）

日にち プログラム
７日㈭ 【紙芝居を見よう】楽しいお話を聞きましょう。

14日㈭
【プール遊び】
水筒、帽子、タオル、清潔なパンツをご持参ください。
雨天中止

「０歳（４/１現在）の乳幼児とその保護者」が対象です。登録は必
要ありません。どなたでもどうぞ。

ひよこ活動 午前10時～11時30分

※８月のリトルシダーズクラブ・ひよこ活動はお休みです。
　プール遊び・自由来館で遊ぼう♪
※７月８日㈮正午～７月11日㈪正午は選挙会場のため休館です。

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時
間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お母さん同士で情
報交換したりしてご利用ください。

※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越しください。
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

６日㈬　身体測定
11日㈪　講習会「救急法」（要予約20組）
13日㈬　誕生会
21日㈭　祝日振替（要予約15組）
～水遊びは７月中旬、梅雨明けから始めます～

７月のプログラム

※予約は７月４日㈪から受け付けます（電話予約不可）。

20日㈬・27日㈬　夏のつどい
幼稚園児や保育園児も遊べる日です。
※予約はできません。駐車場が満車の場合はご利用できません。
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斗
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さん
（18歳・ひばりヶ丘）

村
むら

田
た

　輝
ひかる

成さん
（８歳・緑陽台）

◦好きな教科　体育
◦将来の夢　サッカー選手
◦今一番行きたいところ　アメリカ、アフリカ
◦やってみたいこと
　ボールを蹴って宇宙まで飛ばしてみたい
◦お友達に伝えたいこと　一緒にゲームしよう

　掲載を希望する人は電話、はがき、電子メールのいず
れかで氏名、年齢、住所、連絡先（昼間）をお知らせくだ
さい。掲載対象は、小学生以上で菊陽町に居住している
人です。掲載が決まりましたら、ご連絡します。

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192　（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎（232）2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

菊陽人りさーち

◦好きな教科　日本史
◦趣味　走ること
◦特技　野球
◦目標　大学で経済を学びたい
◦お友達に伝えたいこと
　これからもよろしく
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さんふれあ

※受診するときは各医療機関へ電話でご確認ください。最新
情報は菊池郡市医師会テレホンサービス☎0968（25）3300で
ご確認ください（歯科・薬局を除く）。

※薬局は菊陽町内のみを掲載しています。

2016.7　広報 広報 　2016.7

さん休 さんふれあ休館 図書休 図書館休館

きくようカレンダー 月
病院・薬局（午前９時～午後５時）　歯科（午前10時～午後４時）

問い合わせ　☎（232）8690

休日在宅当番医・薬局 月

３日日

10日日

17日日

18日月
海の日

24日日

31日日

旭志石田医院 菊池市 ☎0968（37）2037
山縣医院 大津町 ☎（293）4430
菊陽台病院 菊陽町 ☎（232）1191
温耳鼻咽喉科医院 合志市 ☎（248）6188
ひろ歯科クリニック 菊陽町 ☎（285）3456
よつば調剤薬局 菊陽町 ☎（285）3364
清原医院 菊池市 ☎0968（38）2106
赤星医院 菊池市 ☎0968（25）2738
熊本リハビリテーション病院 菊陽町 ☎（232）3111
友田皮ふ科医院 合志市 ☎（248）6211
原賀歯科医院 菊池市 ☎0968（25）0202
菊陽中部クリニック 菊陽町 ☎（232）1566
牧診療所 菊池市 ☎0968（25）2317
勝久病院 大津町 ☎（293）5000
菊池眼科 菊池市 ☎0968（25）5678
熊本リハビリテーション病院（歯科）菊陽町 ☎（232）3111
熊本調剤薬局　津久礼店 菊陽町 ☎（234）6761
古賀医院 菊池市 ☎0968（38）2222
中野クリニック 菊池市 ☎0968（25）5861
笹原整形外科医院 菊陽町 ☎（232）1165
岸眼科 菊池市 ☎0968（38）0075
高木医院 菊池市 ☎0968（25）2532
大森医院 合志市 ☎（248）0003
樽美外科整形外科医院 大津町 ☎（293）2100
副島耳鼻咽喉科クリニック 合志市 ☎（249）1777
山口歯科医院 菊陽町 ☎（232）4456
Ｌｅｅこどもクリニック 合志市 ☎（215）5980
七城木村クリニック 菊池市 ☎0968（26）9555
菊池中央病院 菊池市 ☎0968（25）3141
菊陽レディースクリニック 菊陽町 ☎（213）5656
Ｙ'ｓ歯科 大津町 ☎（294）8118
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７月の休館日 ５・12・19・26

７月のイベント

13日水・20日水 13:00～　押し花教室

20日水 12:30～　さんふれあ舞の会

30日土 17:00～　第59回ふれあ館コンサート
　　　 　　　　“ウクレレアンサンブル”
　　　 　　　　出　演：Ｊ・ふり～ず
　　　 　　　　　　　　友情出演　ピカケスタジオ
　　　 　　　　入場料：500円
　　　　　　　　　　　　　（ドリンクバー付き）
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意
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灯

ふ
る
さ
と
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応
援
寄
附
金

事業所名 電話
菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所 ☎（２３２）３５９２

相談名 実施日 会　　場

法　　律
４日㈪ 老人福祉センター
1５日㈮ ふれあい交流・福祉支援センター

税　　金 11日㈪ 老人福祉センター

財産相続
1９日㈫ ふれあい交流・福祉支援センター
２５日㈪ 老人福祉センター

登 記 ・
法律相談

14日㈭ ふれあい交流・福祉支援センター
２1日㈭ 老人福祉センター

●問い合わせ　社会福祉協議会　☎（232）3593

実施日 会　　場
16日㈯ ふれあい交流・福祉支援センター�☎（３３7）68３0
２３日㈯ 老人福祉センター　� ☎（２３２）３５９３

実施日 会　　場
９日㈯ 老人福祉センター
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７日：回数券デー（回数券＋１枚サービス）
14日：レディースデー（女性半額）
21日：さんさんデー（半額・回数券＋２枚サービス）
28日：メンズデー（男性半額）

温泉

８・22日：さん彩感謝デー（1,200円以上
お買い上げの人に野菜１品プレゼント）
※なくなり次第終了。
※毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

毎週月曜日：元気が出る学校　　
毎週水曜日：元気が出る大学　　
毎週金曜日：さんさん元気クラブ

1金

2土

3日 日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

4月 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

5火

6水

7木 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

8金

9土

10日 日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

11月 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

12火

13水 若年就職無料相談会（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

14木 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

15金

16土

17日 日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

18月 海の日

19火

20水

21木 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

22金

23土

24日 日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

25月 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

26火

27水 若年就職無料相談会（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

28木 消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後４時）

29金 夜間納税相談（税務課）午後９時まで

30土

31日 日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）
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お
め
で
た

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）

■ 行政相談（午前10時～正午）

■ 専門相談（午後 1時～ ３時）受付：正午

■ 介護相談　平日（午前 8時３0分～午後 ５時1５分）

ふれあい総合相談 月７

７７
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